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研究背景と研究目的

自分の考えを明確にした上で異なった考え方に触れる
ことで思考を相対化できるような協調学習環境の実現

研究目的

日常生活の中でそのような思考を意識的に訓練
する機会はそう多くはない

しかし自分の意見を絶対視してしまうことがある

発想の範囲を広げることの妨げになる

自分の考えを持った上で様々な思考に触れ，自分の思考
との関係を相対化することが重要

アプローチ

Ø ある教材を読み，気になった箇所に対しての自分
の意見の視点を明らかにし，内容を記述する

l 自己の意見の視点を分類させ，内容の明確化を
促す

自己の思考を明確にするプロセス 自他の思考の理解を試みるプロセス
l 思考の差異を顕在化して見せることで，思考の
本質や根拠についての議論を促す
Ø 同一の教材に対する自他の意見を比較して差異を
認知し，意見や価値観の違いの理解を目的に議論する

プロトタイプ・システム

今後の課題
l ディスカッション支援のための機能実装
l 通知機能の実装
l 有用性の確認

l 選択したアノテーション
について議論

⇑ 発言フォーム

⇑ ディスカッション

開発環境： Apache + MySQL + PHP + JavaScript

パスワードをハッシュ化
してDBに保存することで
安全性を確保

l 筆者が優れた洞察に基づいた
物の見方を書いている

l 身の回りの時事問題が多く
取り扱われる

教材はその日の天声人語を使用

⇓ 自分のアノテーション表示

⇓ 相手のアノテーション表示

l 自他の意見を比較

自己の思考の記述

自他の思考の比較・ディスカッション

セッション管理による
自動ログイン機能

l ユーザ登録・ログイン

l 教材の選択
日付を選択

l 教材を選択
自分と他者の双方ともが
アノテーションを付与
している教材を選択できる

ハイライトとコメントマークの形で
アノテーションが表示され，コメント
マークにマウスオーバすると内容が
表示される

l意見の視点を色で分類

左の４つに当てはまらない場合はカスタムという項
目で独自の分類も可能
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同じ教材が上下に並べられ，
アノテーションの違いが
顕在化される

l 気になった箇所にハイライト
して自分の思考を記述

l 議論の対象となるコメント
を選択
コメントマークをクリック
するとその内容が右に表示
される

発言した内容が，
ディスカッションエリア
に表示される

click


